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ろう。カッシーラー哲学の研究は、最後の亡命先であったアメリカにおいて先鞭がつけられた。 p ・ A.
Schilpp の『エルンスト・カッシーラーの哲学j (1949年)という大部の論文集がその代表である。全体
的な論調は、カッシーラーを新カント派の枠組みから捉えている。同じく初期に属する研究である C ・




対して新カント派的な認識論的一主観主義的哲学者という先入見を打破しようとしたのが、 D. P. 















本章は1920年代の諸論文 (r神話的思考における概念形式j (1922) 、『精神諸科学の構築におけるシン









































































































































































































































































































第 1 章は、 1920年代の c. の一連の神話論を読み解き、彼の「文化哲学」の根底に「神話」がおかれ
なければならない理由が明らかにされる。













第 5 章においては、 C. の表情知覚論が取り上げられ、「生きた主観」に関わる神話的世界観では「表
情」と「意味」とは不可分であって、そこにみられる「表情体験」こそが人間関係全般、文化全般にお
いて基本となる振る舞いであることが示される。
第 6 章では C. の『国家の神話』がアドルノの『啓蒙の弁証法』と対比され、政治的神話を理解可能
にする神話と、その役割を解き明かす文化哲学の姿が浮き彫りにされる。
以上のように、本研究は、カッシーラーの「文化哲学」を「神話論J を導きにして解明しようとする
意欲的な試みである。結論部にやや不十分な点が残るが、それをなお今後の課題とすることで、カッシー
ラー研究および、哲学的神話研究ならびに人間学研究に大きく寄与するものとなることは明らかである。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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